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伽｜人幾経営を社会主義的に改造するための物質的，精神

的前提条｛'f:がどのように形成主れ，農業l£ll11l化を実｝j[v.す

るようになったかをのべる。

民業協同化の実施に際L，朝鮮労働党は「n発性の｝J;(
!lilJ " l J二／fiJ！可f(fJI:政策， I 1•111次f'-l:v'リ1;(1\IJJ 等主，, II: 

制鮮の.H体的条f'I:・にれわせながら厳絡にj歯HIL，協f1il{じ

企／J見功に神L、たこと，また，生産手段の統合， Ii＼資金MJIJ

!SL i必1,i品lli，のm似，階級的jど出1；教育や財政（（J支媛（／）1/',J胞
に！羽 Llも，ヅj’i幼覚。政策や方針がどのように適用主れ
たかを，他の社会主義国との比較も行ないながら， 19l「p

h寸こ in、る。

つ2-iι，農業W,l11J化運動（I））民間tこはU、り， 1953年8凡

の実制下Jな開始から1958年8月のiG成に至るまでの過料

を，判決（！＇］段階、大衆的発以段I店、最れi't'J右成段院か／、け

r主断i'I＜う｝L，それぞれの段階マ提起とれた課題.＇：：それ
に土、付叫る党や政府のi政策，あるし、は，各段階で現われた

指特区1;'U1;;の1,l,j1f11仁川われ弓欠陥とその，，＇，（ llf~に’パ、「内

三の朝鮮における農業協同化運動の特徴として，（1)'1,:

p}: }J I, i仰せの発／1（：ノt，准がひえし国が分11Jiされた条f'l:/}l

もと P tl：会主Ni'i'.J・r：，業化と民業の技科、J't’l'J改造にう1,:irI, 

て行なわれたこと，（2）協同化が急速なテンポで展開され

ただけ尽なく．初期から高！支の形態の手tt0n＂圧倒的な｛室

伏を l. .V) ／こことの つをあげ，なぜこう Lfニ特徴がf比I•

Jt／三かを解IVJする。協同化の完成にひきつづき， ruu 
をlji.{.',:I,寸一石車It;；－に統0さil）らが，それは強化さjl，～渋

業の物l"i.1'1旬、 J主的fドJL:f，の •,JC;fくであ－，1:：二土が示t,IL' 

統「「にじ】ぐ1p.に肌慌が拡大されて生産力発！民の道を聞
いたt·＇けでなく、終業協li,J終判；の性格ぞ上1~il構造の偽能

に議＇1.＼＇：乍変化をιたらしたことがJl..f,f,:f!'J卜二的べらh‘J;き
業lthlii]t,t;＇）：＼’がより［向 U、形態に逮したことを指摘するとと

もに，つづいて現1959年 1凡に聞かれた「全国農業協川

組fr大会jで採択された協h仰ifょの「延滞たl約JIこよ l

て土地をはじめとする基本的な生産手段がすべて社会主

義的共問所有になったとし，これは画期的意義をもつも

のとのくている。

第三章社会主義農村建設の理論と実際においては，

農業の協同化は都市と農村の差異，都市に対する農村の

立ち£くれを－forrる広範な可能性をfj.えたものである
こと，社会主義のもとでの農村問題の中心課題は，この

可能性を実現していくことにあることを指摘する。金日

Jj主「オサ1国の社会J：義農村問題にかんするテーゼjは，

ご小！九十l問題解決のためのLつの基本原』｛lj:(1）農村で絞

まず本：訟の慨要を紹介し上う。全体は問つの•7¥:ーと六／ヲ

の資料からなっている。

第一章 iじl；丹鮮におけ Fム土地山本では，；l:J也改革の吉

野そとして，解放前の農業からはじめている。日本帝国主

義に上る：u自の略奪， 「J：地調査事業」勾による I封建
li'.J I：地所IJl¥!I係」の維川・温存，その後に：，；f人少数約
II千三人および帆鮮人l也i'.への土地の集中と多；欽供Kの I:

J也拠火，小Wt型化と縦悦の零細，rt，ノト／H'-kiこ丸卜する；n；千t
I ・11'；料をlt. I tヲとす’J件倖の苛由iitιJ宅取， 1, 1r1；＇~の r'.ti?,

itポ生仁／.：.lx.1(11,ffl:）こ『ιおける貨イ入（義／J'.Jれ』れがほとん

ど ~e,1（しなか寸たことがの，くらil；るロ主た，ノト／1!!,IJJ主t!.
i「Ur.く、 fll i見制度、 ~＇'i攻. f出l!H;1J：む主主｝1.liド世間＇＿；；i：をj1(1

I 亡の， 111,：，任国J:Nu，，；，月鮮農l¥;. ;.::. %Jする咋Ji＇＜＇.，強奪，

収奪，そのなかでの階級分化，農業生産力の停滞司 N:Wi
,'Jた九おし／L，農業11,'f ti'f造のJii'il1'J也fl'Jf，主fi・，ゐ！，色J汁J潟

）＇｝， 卜.，n：／た態lt’ II本市岡i；誌かれの解脱筒、制！なJ!qri(
<t•i.）＇.に院子、 r，え帝・ 1,d,r佳代、 i';:・/1',:1の，1nu仁諜組｛ハ

),I-L 、 l：地改，＇（： .~：佐起 L ／·.二三， r I Ji臼it働く以
JI'.へ」止し、う），仁木力ー針。にそい， 1946年：iJ J r・ I・地改不法
令lが公1'1i:¥: i L, 「無償没収・無償分配Jn1,;,:111Hこも＼，

. ，く，徹Ii°([_，＇二土地，＂； .＇（／，；実施予 れたこと， I J[i¥L'l(}i'd二

際しての労働党の階級政策と激しい階級闘争および1,::./i

の偏向とそのも＇..：服がのべられ，他の社会主←；官官官｜判の一 IJ山

i＇＇.（革と比較しての特徴点ポ指摘ミ れる。

この士地改革によって，北朝鮮では「封建的土地所有

関係」にかわって「勤労農民的土地所有」（土地の売買，

m:11，賃n禁止）と「民家的土地所｛1制度Jが樹立さ）1'
農業生産関係が根本的に変化したこと，富農，貧農，雇

農といった農村の階級構成が変化したこと，農業現物税

♂〕新設なピカ込のべられる。

第二章農村の社会主義的改造では，まず農民をあら

ゆる搾取・抑圧から解放し，農業生産力を「私的所有J

,n作から鮮民するたいI，，また， J:J:.;>t＇.義工、：to，急速な1i:

IJ（土の閑｛；（，t、心， fj:Jii¥c1' Jt同耕作」の必要けが説かれ，
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N小文化，思;tt＼の：革命を徹底的に遂行すること，（2）農民

に対する労働者階級の指導，農業に対する工業の緩助，

奥村に対する都市の支援の強化，（3）農業の指導と管理を

工業の企業管理の永準に引上げ，全人民的所有と協同区J

所fr土の結ひ矛つきをつよめ， Ji;tl,i]rfJI ')1 {f合全人民的所有

にJL?i.させることというーつの原HIJをIIJJらかにし，さら

に， 「住会主義のもとでの1'%ii jとi;:l:Hの追異を，技術，
Uヒ、思担、，経済管理， 1;11f![Y,J 1ifぴj~＼；｝ 111:rにわたって包

}N /1祉にあき「》かにした基礎のうえに，そソした差央ーを‘

Mナるための手段と｝j法を全市的に'.<l.:式化したものJ(87 

－ミージ）であるとのべ，このテーゼのもつ意味を， i千坑
II にわたってわかりペ》すく；；見ざっつ，］9(i（）什：fI;;を，，，心と

した，北朝鮮の農業のJt体的条件，それへのテーゼのj尚

11 J ' ·~ ! lによー， c達成さ／ Iドベ・，<) i,lc:lリミ版関与れω、
jむ

：れらの点に関して， ここく行［くねfr--i－ることは同

州であるが，たとえば， ！：Hlにおける：.＇1'cn請の1-p心課題は

れどあり，三つの革命とL勺いれ予ものfHU互にどのよう

な関連があるのか？農村に対する都市の支援はなぜ必要

であり，どのように行なわれるのか？協同的所有ーを全人

民的所釘に修行させる道はどのようなものであり，北朝

鮮ではどのように実行されているのか？そのq，で「ltll協

J,,J .t巳鳴経営委員会！とい円のはどり Lペ役割を果たして

、.・，，ぷ）か？「農業の企業（lJ'i'1'JI！＇日ばとい、うもので，な

ぜそれを導入したのか？付与i長）1'.tlHli，変における地域

:'i'Jf.i~｛，：、とはなんのことな J 〕か、その i九日，＇；！ わ機能はどうな

) ;,・ ＼、るのか？といった＼，d/',lに，：I，か i）ヤナくnえてく
;j Lることになっている。

第四章新6カ年計商と農業発展の）長'31では，まず，

1961年からはじまった7カ年計阿（実際には3年延長さ

れ10年となった〉に上って「社会主義的工業化の歴史的

課題が実現され，朝鮮が工業・農業国から社会主義工業

I fJに松化したj(1削ページ）との.＜. 仁業生産綴，工業

｜人Jl';i¥川構成と自立性の強化むとひ民主%1勺における技術

-;'f',:,;i,，生産力のJ：昇，農l己’1:_;,,;v)1,',Jトふんど， l96Mfftの

I，γれん‘簡潔に要約されるR

二のうえに／こ JC，新β力＂1'・,ifl~ijの胤業禿慣がl]t ＇｛｛さ

れふが，新，ii-JI山i(/) Li製品）Afi't:ある「m’i）’倒Jと将労働のI¥ー
をなく L，工業労働と農業労働の差呉をちぢめ，／；，1｝人を

家事から解放するJ(195ページ）という 3大技術革命につ

いて，また重工業，軽工業に課された課題と発展計画に

t hれながら，農業部門の中心課題と Lての技術革命と
九時，畜産，果樹，養蚕＇＼，の各郎 l11Jiニ.／｝ Fふる発展計額と，

f繋 静

それによって実現されるであろう人民生活の向上などが

久付為的に語られており，農村での8時間労働制への移行

も現実の目標となっていることをのべている。

最後に．巻末に収録された六つの資料は，土地改革か

ム‘！九業I見物t弘首j!Jの完全廃止（1966',fニー〉にいたるまで，
i仁明鮮の農業において，いずれも重要な，苔1去をもったも

のであり、 1じ偶鮮の農業を知るうえで，欠くことのでき
なL、もびγむよ’〉る。

II 

J).Jγ（＇， Jt,;J：：の概要を紹介したが，この:i記念i風説しに

まず！日告ずることは， II本のh自民地支配のII年代から，社会

iた1：立川と L、われる今jlまで， iミぃ！事Jlitlにわよたって，

i'¥: :1r le ~i :/'J /UMLlを， JljまらAL，たスベー ζ 山 q，どf1::.1よくま
とめ、，，' rふことである。

／ぷ，＇fiTllf現代朝鮮の農業政策j と／（ ' C ＼、斗が， －－r
t；この，.：＿ ぐさ／こ通り， j剃こ政策がJJ(l)ij，＿：，；れるというので

はなく，それぞれの政策を要請した農業の現実的背景の

分析，その況災への政策の適用とその成巣がのべられて

おり， 49j鮮民主主義人民共和国の農業をiz般にわたって

知ることがでさる。

士／こ：l:J也己k輩，農業の｜潟1,;J化と農業協l刈組合の規悦の

初、九？！ぷi義下における農十J'IIU也内向・wじらと,jl,ぞれの
ふ嬰／正問題に・）I,-、て， i引こ北朝鮮のニどがJ＇.！：へられるだ

け〔vj仁〈， ゾi1代.，，1’国あるいは点以内佐ニミi詫iqとのi七

,i,υィ；白川C/iなわれ，北朝鮮におけとJ);t十l/:iJ:iill解決の特
徴つんとのナぐ；jL／：こ点が明確にう占はりに c.:c1 しこし、ること

も本当：のすぐれた点である。

さらに，難解な言葉もなく，各節が短かめに区切られ

ていて読みやすい。

11本において，北朝鮮の農業が注目されるようになっ

こから久Lく，この間，本書であつかってし、るいくつか

げ）似月！！の！！！！凶に関しては，すぐjl（二論立；主発表されてい

／：！が，本，！；ーのように，解放lJITかじっ、けまでの）；t'tt'ちをま土

山 Ci'z 2 て十るのは，司王子？の匁1る f\H り本E作がh~fllのもの

,';, I）、 l：主のいくつかのすぐIL／・点ど・＇ I,に ！＇，：一斉の多

{I c!H,JIJ'U＞，終的＇二 i , C, 11 Lめくls.LえIニ〈二と Cふろ

'" 
UI；の上うlこ全体としてす点くJLた者であることを11fiもE

としながら，筆者の気づいたいくつかの問題をのべてお

きたい。

士ず，解放前の農業Jこ関する部分で，日本人および朝

/(1］人の少数の地主が多くの土地をmイILた/iiJ1i，大多数
109 
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の農民は，ごくわずかの土地しかもたなしゅ、あるいは

土地を全然もつことができない小作農が多かったことラ

これら農民の経営規模が全般的に零細であったことの2

点をあげて「封建的土地所有関係」が支配していたと

し ころした土地所有関税にもケ九、ど唱高率小作料を

はじめとする各種の搾取が行なわれどとのべてヤる。し

;Ip [_' ー方に少数の大地主がおり司他ちに多数の零細ノj、

i1呉市＜、たということだUでは p [', }illか（， ときには9岱j

にもjきした高卒小作料がなぜ存続したのかということを

十分に説明することはできなL、。したが〆Jて，このよう

な必率小作料を強制したものは何であったのか， J喚｝fす

れば，地主・小作｜昔1における経済外的強制を，持「音はど

のようにみてし、るのかという点までふれてほしかったと

l』、んこれは，北朝鮮の一十j佐北＂r＇，：をどゴパうに紋 i号 Ht

ト－ ＇，う問題と関連して＇. <) ！）• じご Ai ， ジ

三fr 11に， u也改革に劇［＿ <, 円行；t ♂ ｝jで 1北朝鮮

にJsL、ても，貧農や中農i土j,t, 7，／，ぃ＼y：；＇｛も，帝国主義

とlHJ¥的地主の搾取と抑圧か 1・，解約三jべ｝というぷで．

M干if・ Ix封建民LL義革命の課題であるiJliJ~1,(ijiOJ ’jミ胞

に－，主の利害関係をもソていた。この点では， u也改当＇，：
にけ十る－~民 f千！再の手lj省関係は、山燥をふくめど J,l本的

に j災し亡し、た｜ （ ~4 ～：！5，.：：ージ）との＇＜ （＼；、どJが，他

i J . I ll~改革に上，て「Ji色 i・ fドJ1:1也1IJr/JiJ：ー掃された！.f

/1' 1 ：とたく，＇t~J也主的性？待合；.1/1{1＇／にお ι＇） :. ＇.た広農も大

主仕Jl聖書をうけ， しかもそ山荘IJ(U.>11Ji主れが最大般にお

5λ：；＼れたJ(29ページおよひ：is＜ー／）！：のべてし、るο

二，＇l：ニ九土地改革におしぺ、，；，；；Jii，貧民や1t1差是と利害

関係がJ民本内＇Jに J 致していたとし‘うことは，和Jをさして

いるのかという疑問が生ずる。特に， f対連的地主の搾

取と抑圧」と富良の関係をJt，体的に指摘されれば，著者

の；意図するところが明りようになったのではなし、かと忠

われる。

ヨ；：；；こ，北朝鮮におけるい配ぷr',c－バ－Yi1'kとして，(1)「無

償没収・無償分配」の原見I］、（之）短期I/iii人jCの遂行，（31土

地，／）l'J・集中と小作制度復il,(') ,,Jii色町の〉己全排j徐，（4）農村

にJ_;: f 勺資本主義的要素（／）蛇IJJ~ に l治協／ょ；l;iJll.ltを JJII えたこ

と必どをあげ，このような特徴を規定Lたれ会経済的条

件として，（1）／ルジゴr的上地改革が/r，なわれて」、h/J,
’Jた，（2）土地が少数のJillニiiこ集q，していた以1£ri，農民の経

営規模が全般的に零細であった，（3）資本主義的農業経営

はほとんど発展していなかった，（4）富農経営も発展が極

限に事flえられたこと等をあげ口、るが， この両者がどの

主うに間違するのかが明！，＇／（（／（！，、よ Jに！とlわれる。答者

I I 0 

はまた，上記の社会経済的条件につづし、て「こうした事

情は，土地改革における土地国有化の規模，個人所有土

地の限度，土地所有権の行使にたU、する制限などに影響

をおよぼさないわけにはし、かなかったJ(31ページ）とも

のJ、口、るが、土地所有権の行使にたし。する制！被や，塁基

村lこJ；ける資本主義的要素の発展iこx.tす一る首JIJI波などは，

｝－｝也L'Y:;'[,.

i土、 t;Lメ》．その後にどのような！終業政策 fことえば

｜必｜刈化など d一一が予定されてU、たかという点からより強

くi児'ii::されたのではなし、だろうか。

定た， 上i也改革の特徴を悦1i:Lt.こもり J コの国主要な要

｜え｜として階級の力関係があげんれているが，ここでは，

その・っとしてゾ連軍の進駐ドにあω》たことも無槻でき

!r.v、正!/,;.,/ Ji 1. <, o 
:;,¥ .jに、 J;H）私J,,j組frにi草iLCI初期に組織3れfこ，J、

悦；；レペ必l,i］似たく平均農家p・数で!Kli，体地1r1itrtで羽田r

1約で0え、 f[l,j人経営よりもはるかにすくれ口、ること

がJι凶［11:0 AL/:::. 0 1954年当時，農業｜仰いj泌［（j'(t似人緩営よ

りも，殺物の単位当り収機におU、て10～15%，現金収入

に；／3，..‘て2～7悩も多かったという事実は，このことを

しめLている」 （同ページ）とのべているが，この記述

l土、例人農総’tI；と協［riJ経常の競争条件を無悦して，結果

r:; rt.：’比較！てし、るとL、う FIJ1象企りえる上うに忠われ

ごいう•／）（ J，答者ものべてむ、ノ：p 上.， lム協同組合に

け｛どr.t, .止や国家の政治，組織的指噂があ Jfこどけで

たい ＇f!'.1憶がj，財政的援助も多く行なわれたのであり，

それは、＇ill1rの例入経営に対する指海や緩めを上空わって

し、たであろうから，協同組合がよい成績を上げたとして

も＇／j然であり，それを直ちに協同経営の優越性だけに対

すことはできないという議論がなりたつからである。し

たがって，ここでは，協同経営を組織することにより，

膨大仕数の似人経営を対象としては実胞しえない指導や

援助在、協同経営ならば効果的にわなうことができるよ

うじなるとし・うことが重要であり，その結果収入も多く

，／；ことし、 ：） ほうが， Z刻尋力があふ。

i¥ ：川こ、 i;'fl':I私J,i］化運動の特徴に l~I I C, 11.tl,iJ化が急

速／（γシポですすみ，かつ第；i形態とし、うすすんf二形態

の組台がH：倒的に優位をしめたことは， I農業協同化運

動が土地の私的所有を土台にして組織されたとし、う事情

を考慮するとき，きわめて注目すべき特徴だといわなけ

ればならない」 (69～70ページ）とのべているが，著者

が！：地改革のかであきらかにしている上うに，農民に分

l''iL'-.'c,/ L允u也は売買，抵当，賃貸が厳然され，土地の利



Ⅲ

1972020113.TIF

用倫t！.けが与えられたものであり（土地改革法令第l条），

県民が耕rr－：・さな：伝った l:J也は＇ [J，［家の作fl!'Hこ将、3
1.1.（， こc；こた ＇）-c ', 'i’こ。分配｜也以外1'jと地；こ｜おして Li土
ぼ同様であ円たから，こうした土地制度を何ら限定する

ことなく戸上地のE.'J1:.J所{iJとす心と，たとえ，-f，非市に

内谷の異なりた現在の日本などの土地の私的所有とぱ日lj

〈三なし二 1にf,ij＇ こc＇）仏内科 tこみあ 三限定ぅ；必

擦であろうし 111］じ「土地の私的所有」という言葉が使

jれでも、北朝鮮における上記の土町なtl*hどと ＇／Uf

三内容二－＇＇：－‘ t必l"H七の，昔、i宝f，（発11".↓f袈ャ1Vc1也をも pく

し、だといわなければならない。

，；』Gに？｜分斜l'i1J1i!ffillJ ，弘人に段II亡，11¥JlWL守税：円； I、

1 ！）丹o::rカ当「J尖1泡主れるようにな〆Jた「fr業剤l:{j誕｛寺；bリ｜は
) :-ht..:_lf;ijl主でj ' l，こ方2’ 「j是4、j宇iこ:iiける｛主n
氾J旬、マ：命の1隼／J己lこともない，農業の物質的，伐術的Lf,

f、情｛ヒさ！！、段上もの思想＇ 1'？滋水泳がたか土 Ii,fr“主f:JE

1人Ii恨の分＂｛と協業が発展寸二：，；.こっ1L ·c· ，それは農業＇Lj~

力の発展の要求lこ適応しえなくなり」（155ページ〕，その

ど／／）， {li /J湿の：ilむそのiむの生産H主に対iu責任di｛ど
とIIH'Nが不IYl維なもと C，それらを効栄｜’1(Jに平l]Hlむきな

い＼Ziffす、Hf内部川汐働IJc＇，；市観！J/J,(,'tずとyノY働 ！；（’） ,f~ 

貨をなくナミとができない，（3）作業仇に対ナ心｜おfr,j),¥JJ}

＜｝）怜部や作業班I去の統制がゆさと Yかずョ ii'
f州！J：支げlを，，：催L二，，f/1面す乙｝二とがIYli¥fr,(4l'1 ；｛＇飾品川

fftlでもず ）f;J: ，，稼働労働日をふやすことに関心を払う傾向
が刈わiI. 口などの lイ「定的なtillが現rわれるよう；.こなり、こ

うした問題を解決ナるため「作業班優待市ljJ と結びつけ

に可 1966円以降「11ぺrn管理制ポ実施されたと ellくて浬 ル
問題は，先に引用したような，農業の物質向＇ J，技術的

L台の強化、農民、η思恕.'.0:識水市ーのたか主 il，ぁ；CL、

l土分業と it~業のそりEというーとと，役者の ri定的な！fl!

がどのように存古びっくかということである。この点の関

連づけがf、十分ellょうであり，先山＇1I用にmi織されiい
るような事実は，むしろ後者の百定的なl/1iというものを，

l、すま十むII段L. ：日l題でit kくLC's、くこと，1）よ弓に汚

えじれることCふるだけに，J!!！解しにく L、ところ Cある.，

最後仁、 rwτ午、点優待；JjiJlがひざ泌さhhわれい、会
fふかで， 「分ksllh耳1！制」が~施主れ心 k ういな ·，（j） ～

ての二つの制変がどのように組み作わイされてし、るのかと

L う具｛仙＇Jな関連にほとんど言及~＇ ;llてし、f今、いため，若

者は「分組管理制」導入の意義のーっとして「農民のな

かで集ltti義精神をっちゐ斗、，かJ' ，，を共Ni今と義足13,11,{' 

教育するうえでも区大な優越性をも F :,  -c いる」（16りぺー

書 評ごニニニ＝

ジ）とのべているのであるが，なぜそうなのかという，以

で説得力企弱く Lてし、るよろに忍九。

なお，！日i鮮民土i義人民共和国ぷ f朝鮮l,(j：主義共和

国」となっている（32ぺ｝ジ〕ほか，若干のミスプリン

：、と忠、われる点がある。

！日

以上で，本書の慨要と私がすぐれていると忠 v》fこ点，

疑IJIHこ感じた点についての，之てきた。

疑tl¥Hこ思った点は，こまかい点にまでわた，Jて列挙し

たが， さこ正にものぺた通 I）、全体的にみf二本当のよ 3か

らみれば，本書：のもつ基本（10な立みをそ4なうもの Cは

なレ。

4；去を，i'c士れ心人は， fliJ0/1.後約［じ，；91鮮1:r業が，比較的
スムーズに，順調に発/JQし，それほど苦労なく今IIの段

！可flこ達L，ぐことからi［］象をうけるのむはなむ、かと忍vん実

際には，たとえば農業協同化をーっとってみても，それ

そ’実現する過程におし、て、 J旨導行もあるいは農民ιさま
JまなJf:j¥＼引こ在1f1ii，それ全一つ－－. ＿）克maてきにとい
えみであろう。

本書川’！？持から.7.＜亡、そAL<,u'），山に..，，、（、 J.: 'l ,;(L 

L、叙述をふlとめることはもちろん無理なことである。
こうしん：｛，：か，， ,'1えか（fヲ本手；：はまた，今後， ff,';j々 の

11¥J闘の研究を深めたL、人セに，灯倒の入門書の役書ljも果

たしてく Jiると思円。

絞られとえベ～ 主の中〈＼十分に紹介することほとき

ないということも合わせて， I人でも多くの人が， i直後

必まれることをおすすめし／こい本の一つである。

（調1主研究部14託Jj: i科）
長 * * 
訂 正

本誌．第13巻、 7/';1号のJIf村嘉九書評満鉄調査部

制『支芽~抗戦力説査報貨』に以下のような ii;'＼りがありま

したので訂正しておわび、します。

，；＇与毛’ iE 

I'. 8!1 （丸，ド/J,.-,I ／丁lI) は尚一一ゅ只 占b

" lイ心 l.i!‘ら討 fr 11) 
持 砂

II （イ；， j；から12f丁H) II II 

¥! 90 (ti，上から10h'II) ，， 
” 

．， （左， i、から15/11I) 2胆 H 

p. 91（左，下から13行自） ” ’ 
P. 94（左， i、力主ら10行！！） " 

，， 

p. 96（右，上から12行fl) ，， 
” 
I I I 
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